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平塚市の人口と世帯数
＜令和３年4月1日現在　（   ）内は前月比＞

人　口 2５7,189人…（ー５）
世帯数 114,174世帯…（＋419）
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64歳以下の方への接種券の郵送は6月下旬以降の予定です

65〜74歳の方に
接種券を郵送

7月の日程 ５・6月の日程（５月1５日以降の毎週土・日曜日）は、広報
ひらつか4月第３金曜日号や市ウェブをご覧ください。
8月の日程は後日お知らせします。

　持病などがある方は、ご自身の体調のことを知っている
かかりつけ医での接種を優先してください。
　個別接種ができる医療機関は、広報ひらつか５月第3金曜
日号や市ウェブでお知らせします。

土 日 土 日 土 日 土 日 土

日　程
会　場 接種時間

午前9時～
午後4時30分

午前9時30分～
午後4時30分

午前10時30分～
午後6時30分

17 18 24 25 313 4 10 11

保健センター

市役所本館

ラスカ平塚

神田公民館

土屋公民館

金目公民館

金田公民館

旭南公民館

東豊田448-3

浅間町9-1

宝町1-1

田村3-12-5

土屋1864-1

南金目966

入野108-1

山下1096-1

持病などがある方は、かかりつけ医での

個 別 接 種 を
広報ひらつか5月第3金曜日号などでお知らせします

公 共 施 設
な ど で の 集 団 接 種 　予約には接種券番号が必要です。市が

郵送する接種券を手元に用意し、次の①
または②の方法で事前に手続きしてくだ
さい。会場での予約はできません。

　集団接種は５月1５日から毎週土・日曜日に行いますが、
７５歳以上の方が先行して予約しています。左の日程表など
を参考に、会場・日程を指定してください。
①電話の場合　新型コロナワクチン接種コールセンター
☎0５７0ー09８ー８9４から直接予約してください。受付開始後
しばらくは電話が集中し、つながりにくくなることが予想
されますが、十分な予約枠を用意しています。
②ウェブの場合　右の2次元コードを読み取
るか、市ウェブトップページにあるリンクか
ら予約してください。毎日2４時間受け付けて
います。

予約
方法

5 月下旬から順次開始

5月中旬

7月は、グランドホテル神奈中平塚・平塚プレジールでの接種はありません

手洗いで感染症を防ごう！

　6５～７４歳の方は、接種券が届き次第、集団
接種の予約ができます。持病などがある方は、
かかりつけ医での個別接種を優先してくださ
い。個別接種は、５月下旬から順次開始します。
　なお、７５歳以上の方の集団接種は、４月26
日から予約を受け付けています。

問  新型コロナワクチン接種コールセンター
☎0５70―098―894（平日の午前８時30分～午後５時）

新型
コロナワクチン

番 号 の か け 間 違 い に ご 注 意 くだ さ い
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　午前８時ごろ、大野小学校（東真土2―1―1）周辺で地域住民が「おはよう！」と声を掛けて登校する児童を
見送ります。今号では、子どもが安全に通学するために尽力する人や、地域での取り組みを紹介します。

問　教育指導課☎35―８12０

通学の安全を守る

　
「
地
区
の
交
通
安
全
協
会
と
防

犯
協
会
、
自
治
会
の
３
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
通
学
す
る
大
野
小

学
校
の
児
童
を
見
守
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、四
之
宮
地
区
自

治
会
連
合
会
の
土
谷
康
夫
会
長

（
下
写
真
）。
同
校
の
学
区
に
は
往

来
の
激
し
い
幹
線
道
路
が
あ
り
、

学
校
周
辺
の
狭
い
道
を
抜
け
道
と

し
て
使
う
車
が
多
い
と
い
う
交
通

事
情
が
あ
り
ま
す
。「
国
道
129
号

や
、
湘
南
銀
河
大
橋
に
続
く
湘
南

新
道
と
い
っ
た
広
い
道
に
は
大
型

車
も
た
く
さ
ん
走
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
通
勤
・
通
学
時
間
帯
は
、

駅
に
向
か
う
車
や
自
転
車
も
多
い

で
す
ね
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
大

人
100
人
以
上
が
見
守
り
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
」。

　
入
学
式
か
ら
７
日
後
の
４
月
12

日
、
蛍
光
色
の
ベ
ス
ト
を
着
た

人
々
が
通
学
路
に
立
ち
、
大
野
小

学
校
の
児
童
の
登
校
を
見
守
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
登
校
時
は
学
校

の
周
辺
の
み
で
す
が
、
下
校
の
時

間
に
な
る
と
学
区
全
体
で
、
児
童

の
様
子
を
見
守
り
ま
す
。
土
谷
会

長
は「
私
た
ち
は『
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
』『
こ
ん
に
ち
は
』な
ど
と

声
を
掛
け
な
が
ら
、
毎
日
通
学
を

見
守
り
ま
す
。
１
年
生
の
頃
か
ら

見
守
っ
て
き
た
子
が
、
６
年
生
に

な
っ
て
低
学
年
の
子
を
引
っ
張

る
。
そ
う
い
っ
た
成
長
を
見
届
け

る
楽
し
み
も
あ
る
ん
で
す
よ
」と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
昨
年
度
こ
の
３
団
体
は
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
交
通
安
全
功
労
団

体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
っ
て
児
童
の
通
学
を
見
守
っ

て
き
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た

の
で
す
。「
毎
日
の
積
み
重
ね
が
結

果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
受
賞
の
背
景
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
た
学
校
か
ら
の
後

押
し
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
思
っ

て
い
た
だ
け
て
い
る
と
知
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
の
で
、
非
常
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」。

　
「
実
は
数
年
前
、
下
校
中
や
放

課
後
に
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童

の
交
通
事
故
が
続
き
ま
し
た
。
車

の
信
号
無
視
が
原
因
で
大
け
が
を

し
た
子
も
い
ま
す
」と
顔
を
曇
ら

せ
る
土
谷
会
長
。
朝
は
登
校
班
を

つ
く
っ
て
高
学
年
が
低
学
年
を
先

導
し
て
い
き
ま
す
が
、
下
校
時
間

は
少
人
数
に
な
る
こ
と
か
ら
、
危

険
性
が
高
く
な
る
と
い
い
ま
す
。

「
小
さ
い
子
ど
も
は
、
い
つ
ど
こ

が
危
険
な
の
か
判
断
で
き
な
い
で

す
し
、
友
達
と
の
話
に
夢
中
に
な

る
と
周
り
が
見
え
な
く
な
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
地
域
の
実
情
を
一

番
よ
く
知
っ
て
い
る
私
た
ち
住
民

が
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
と
い
う
気
持
ち
で
、
活
動
し
て

い
ま
す
」。

　

相
次
い
だ
事
故
を
き
っ
か
け

に
、
２
年
生
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
を
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
小
学
校
で
は
毎
年
、
１・３・

５
年
生
に
交
通
安
全
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
低
学
年
の
児
童
が
事

故
に
遭
っ
た
こ
と
か
ら
、
登
下
校

に
慣
れ
て
く
る
２
年
生
に
も
交
通

安
全
教
室
を
開
い
た
ほ
う
が
い
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」と
土
谷
会
長
。

自
動
車
教
習
所
を
貸
し
切
り
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
を
使
っ
て
実
践

的
に
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
児
童
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
知
る
の
が
大
切
だ
と
話
す

土
谷
会
長
。「
私
た
ち
自
治
会
は
、

子
ど
も
会
の
活
動
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
よ
く
知
っ
て

い
る
地
域
の
大
人
が
通
学
路
に
い

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
通
学
で
き

る
と
思
う
ん
で
す
。
地
域
内
の
団

体
間
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
お
互

い
に
協
力
し
合
い
、
役
割
分
担
で

き
て
い
る
の
が
四
之
宮
地
区
の
強

み
。
地
域
の
活
動
全
体
を
通
じ
て

子
ど
も
と
の
距
離
を
近
づ
け
、

地域に
感謝

地
域
全
体
で
取
り
組
む

見
守
り
活
動
が

表
彰
さ
れ
た

事
故
を
繰
り
返
さ
ぬ

た
め
に

　４月に着任して間もないですが、登下校の安全管理
に力を入れている地域・学校だとすぐに分かりました。
児童の下校時に見守りの方にあいさつすると、すぐそ
の先に別の方が立ってくださっているのです。そこへ
行くとまたその先にも。手厚さを感じました。
　先日、見守りの方から「子どもたちがあいさつを返
してくれるとうれしいな」という話を聞いた時、はっ
としました。翌日、全校児童が集まる登校班の編成の
際、児童に「地域の方にあいさつしましょう」と話すよ
うに担当の教員に指示しました。顔の見える信頼関係
を築いておくと、登下校以外の日常生活や緊急時にも
連携しやすいはずです。児童には、地域の人との交流
やつながりを大切にしてほしいので、繰り返し伝えて
いきたいと思います。
　どこの学校も同じですが、児童が安全に登下校でき
るというのは学校生活の基本。子どもの安全を守り続
けるには、学校だけでなく家庭・地域の協力が必要で
す。日頃から地域とコミュニケーションを取り、安全
に登下校できるように力を注いでいきたいです。

↓

大野小学校
土屋浩明校長
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　「こどもサポート」と書かれた黄色い看板を見
たことはありますか。これは子どもが事故や事
件に遭いそうになった時に、駆け込める場所の
目印です。市地域教育力ネットワーク協議会が、
２,０００枚を超える看板を設置しています。
　「金旭中学校の地区には約２００枚の看板があり
ます。今、劣化していないかをチェックしなが
ら、撤去された場所がないかなど正確な数を把
握する作業をしています」と話すのは、金旭中
学校区地域教育力ネットワーク協議会の小川雅
一会長（上写真左）。自身が営む自動車整備工場
にも看板を設置しています。
　昨年11月、纒の品田工務店に看板が設置され
ました。同工務店の前の道路は金旭中学校の通
学路で、抜け道として車通りも多い場所。新幹
線のガードをくぐった先に中学校があります
が、周りは田んぼで逃げ込む場所がありません。
同工務店の品田久美子さん（上写真右）は「社長
と小川会長が知り合いだったので、直接設置の
お願いを受けました。地域の安全のために協力

　青色のパトランプを乗せた車、通称青
パトを知っていますか。市の公用車のう
ち２０台が、青パトとして登録されていま
す。入学式の翌日から1週間と２学期開始
直後の1週間のほか、不審者情報があっ
たり事件・事故が起きたりした場合に、
随時パトロール。きちんと歩道を歩いて
いるか、不審な人物が周りにいないかな
ど、通学路の安全を見守ります。

青色ランプの
パトロール

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動
を

続
け
ま
す
」。

　
平
成
24
年
４
月
以
降
、
京
都
府

で
通
学
中
の
児
童
ら
の
列
に
自
動

車
が
突
入
し
た
事
故
を
は
じ
め
、

通
学
中
の
子
ど
も
が
死
傷
す
る
事

故
が
全
国
で
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
全
国
一
斉
に
通
学
路

の
緊
急
合
同
点
検
を
し
て
、
以
降

も
毎
年
点
検
を
続
け
て
き
て
い
ま

す
。
平
塚
市
も
例
外
な
く
、
一
昨

年
度
50
カ
所
、
昨
年
度
18
カ
所
、

累
計
340
カ
所
を
点
検
し
、
着
実
に

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
年
度
初
め
に
各
小
・
中
学
校

　子どもが安全に通学できるように、通学路を点検して道路整備などをしているほか、
国の交付金を活用してグリーンベルトを敷くなどの対策を進めています。

通 学 路 を 安 全 に

ハ
ー
ド
整
備
も

進
め
る

↓

危ないと思ったら駆け込める場所

に
問
い
合
わ
せ
て
危
険
箇
所
を
挙

げ
た
上
で
点
検
す
る
場
所
を
決

め
、
現
地
を
回
り
ま
す
」と
話
す

の
は
、
市
教
育
指
導
課
の
小お

貫ぬ
き

龍

太
主
任（
左
上
写
真
）。「
現
地
に
集

ま
る
の
は
、
市
や
県
の
道
路
・
交

通
関
係
者
、
警
察
、
学
校
、
そ
し

て
自
治
会
な
ど
の
地
域
の
方
で

す
。
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ

の
場
で
対
策
を
考
え
る
の
で
、
効

率
よ
く
対
応
で
き
ま
す
」と
続
け

ま
す
。

　
点
検
・
対
策
を
し
た
地
域
の
学

校
に
意
見
を
聞
く
と「
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ

る
」な
ど
、
前
向
き
な
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
ど

こ
の
地
域
も
、
交
通
安
全
の
た
め

に
熱
心
で
す
。
子
ど
も
が
安
心
し

て
通
学
で
き
る
の
は
、
尽
力
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
活
動
を

教
育
委
員
会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
、
学
校
や
地
域
と
密

接
に
関
わ
っ
て
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
続
け
ま
す
」。　地域で子どもの安全を守るため、店舗や自宅への

設置にご協力いただける方は、ご連絡ください。
問　社会教育課☎35―81２3

看板の設置にご協力を

合同点検の結果を反映 小鍋島交差点（写真①②）
　①が施工前、②が施工後。県道6０5号がカーブしている上、
走る車のスピードが速いことから「曲がりきれずに車が飛び込
んできそう」「通学する子どもが渡る横断歩道に向かって左折
する車が減速せず危ない」などの意見が寄せられていました。
ゼブラゾーンを広げて減速を促すともに、ガードレールや黄
色のクッションドラムを新たに設置して歩行者の安全を図り
ました。
 路側帯を緑色に 岡崎小学校周辺（写真③）
　歩道のない道にある路側帯を明確にする役割がある、グリー
ンベルトを敷きました。運転者・歩行者の両者に、人が歩く
エリアであることを認識させる効果があります。

① ②

③

クッションドラム

ガードレール

ゼブラゾーン

できるならと思って了承したんです」と振り返
ります。
　同地区では、こどもサポート看板の周知にも
力を入れています。チラシの入ったティッシュ

（右上写真）を作り、小・中学校の入学・始業に
合わせて配りました。小川会長は「金旭地区で
は初めての取り組みです。大野地区で先行例が
あったので参考にして、地区内の小・中学生全
員の手に渡るように数を用意しました。その他、
公民館にも置いています。今後は地区内のスー
パーマーケットに置かせてもらえないかとお願
いしようと思っています」と話します。
　小川会長は「看板には、いざというときに駆
け込めるという以外に、犯罪を未然に防ぐ効果
もあると思っています。今後も数を増やしてい
けるように、取り組みを続けます」と力を込め
ます。「子どもたちには、通学路はもちろん、よ
く遊びに行く公園などの近くに看板がないか、
探しておいてほしいです。家庭で話をしてもら
えると、より良いのではないかと思います」。

こどもサポート看板
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　5月10日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp　
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

広報紙をより良いものとするためにウェブアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元コードからアンケートページにアクセスできます。

　
「
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
造
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
」と
話
す
の
は
、
栄
養
士
の

資
格
を
持
つ
学
校
給
食
課
の
伊
東

博
一
主
査（
左
写
真
）。
市
は
、
令

和
２
年
度
に
給
食
運
営
の
方
向
性

を
示
し
た
基
本
構
想
や
基
本
計
画

を
定
め
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
・
運
営

す
る
事
業
者
を
選
び
ま
す
。「
民
間

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ

て
、
最
新
の
衛
生
管
理
体
制
が

整
っ
た
施
設
を
目
指
し
ま
す
」。

学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

　
現
在
、平
塚
の
小
学
校
は
主
食・

お
か
ず
・
牛
乳
を
提
供
す
る
完
全

給
食
で
す
。
一
方
で
中
学
校
は
、

家
庭
か
ら
弁
当
を
持
っ
て
く
る
こ

と
を
基
本
に
、
牛
乳
の
み
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
弁
当
を
用
意
し
て

い
な
い
場
合
は
、
朝
に
注
文
で
き

る
弁
当
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
校
28
校（
分
校
を
除
く
）の

う
ち
、
７
校
は
自
校
で
給
食
を
調

理
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は

選
挙
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員

　
期
日
前
投
票
や
当
日
投
票
で
事

務
の
補
助
を
す
る
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。要
件
な
ど
、詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
21
―
８

７
９
５
に
あ
る
申
込
書
に
写
真
を

貼
り
、
本
人
が
直
接
、
同
事
務
局

へ
。
申
込
時
に
面
接
を
し
ま
す
。

八
幡
山
の
洋
館　
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
湘
南
で
活
躍
す
る
音
楽
家
マ
マ

た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
６
月
20
日（
日
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

所
記
念
館
。
25
人（
先
着
順
）。
１

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
500
円
、

２
歳
以
下
は
膝
上
鑑
賞
無
料
。

募　
必
要
事
項・人
数
を
、
電
話・

メ
ー
ル
で
、５
月
８
日（
土
）か
ら
、

絃げ
ん

声せ
い

の
高
野
☎
090
―
８
０
９
８
―

７
０
８
８

tsakiko1981@
gm

ail.com

へ
。

馬
入
水
辺
の
楽が

つ

校こ
う　
お
魚
調
べ

　
５
月
30
日（
日
）正
午
～
午
後
３

時
。
雨
天
中
止
。
相
模
川
河
川
敷

の
馬
入
水
辺
の
楽
校
風
車
前
に
集

合
。
小
学
生
以
上
の
方
20
人（
抽

選
・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

帽
子
・
軍
手
・
タ
オ
ル
・
着
替
え
・

飲
み
物・ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
。

500
円
。

募　
代
表
者
の
必
要
事
項
・
全 地元の食材を多く使った安心でおいしい給食の

提供を続けていきます

栄
養
士
の
視
点
を
交
え
て
施
設
を

造
る
た
め
の
基
準
を
考
え
ま
す

記事の内容が
変更される
場合があります

　新型コロナの影響により、広報ひらつかに掲載している記事
の内容が急きょ変更される場合があります。各記事の内容や実
施する場合の感染症対策など、詳しくは市ウェブをご覧いただ
くか、記事の末尾に記載している電話番号へお問い合わせくだ
さい。
　また、各イベントなどに参加したり、公共施設を訪れたりす
るときは、出掛ける前に自宅で体温を測り、マスク着用の上、
手洗い・うがいや手指消毒をするなどの感染症対策をしてくだ
さい。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備

　
中
学
校
の
完
全
給
食
の
実
現
や
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
続
け

る
た
め
、
令
和
６
年
９
月
ま
で
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
す
。

問　
学
校
給
食
課
☎
35
―
８
１
１
９

２
カ
所
の
共
同
調
理
場
で
作
り
、

配
送
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
共

同
調
理
場
は
耐
震
強
度
不
足
や
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
、
建
て
替
え
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
あ
る
調
理
場
を
稼
働
さ

せ
た
ま
ま
、
別
の
場
所
に
中
学
校

給
食
も
同
時
に
調
理
で
き
る
規
模

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す

る
こ
と
で
、
日
々
の
学
校
給
食
を

止
め
ず
に
中
学
校
の
完
全
給
食
を

実
現
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
完
全
給
食

　
中
学
校
の
３
年
間
は
生
徒
が
心

身
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
大
切

な
時
期
。
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
小
学
校
と
同
じ
よ
う
に
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給
食
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
完
全
給
食
を
導

入
し
ま
す
。「
弁
当
方
式
で
は
衛
生

管
理
の
基
準
上
、
温
か
い
も
の
を

提
供
す
る
の
が
難
し
い
で
す
。
そ

の
点
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
温
か
い

給
食
を
提
供
で
き
ま
す
」と
伊
東

主
査
。「
中
学
生
が
給
食
で
取
る
べ

き
栄
養
価
は
国
の
基
準
で
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
給
食
よ
り
大

き
い
食
器
を
採
用
し
、
量
や
品
数

を
増
や
す
な
ど
、
栄
養
が
十
分
に

取
れ
る
よ
う
に
献
立
を
考
え
て
い

き
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
今
後
、
市
と
事
業
者
が
協
力
し

新しい学校給食センターの
概要とスケジュール
● 計画地　　　田村９丁目
● 敷地面積　　約１6，１00平方㍍
● 調理能力　　１日あたり約１5，000食
● 供用開始　　令和6年９月

て
、
持
続
可
能
で
効
率
的
な
給
食

運
営
を
目
指
し
ま
す
。「
災
害
対
策

を
含
め
て
安
定
的
に
給
食
を
提
供

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。児
童・

生
徒
の
成
長
と
毎
日
の
学
校
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
温
か
く
て
お

い
し
い
給
食
を
実
現
し
、
未
来
に

続
く
給
食
に
し
て
い
き
ま
す
」と

力
を
込
め
ま
す
。
中
学
校
給
食
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
、
市
ウ
ェ
ブ
で
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

↓

事業内容 令和
３年度 ４年度 5年度 ６年度

事業者の募集・選定

中学校の給食受け入れ
施設の設計・整備
学校給食センターの
設計・整備
学校給食センターの
供用開始
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員
の
氏
名
・
年
齢
を
、
メ
ー

ル
で
、
５
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

湘
南
い
き
も
の
楽
校
の
露
木
☎
77

―
０
２
９
５

m
asam

i2025z 
@

yahoo.co.jp

へ
。

女
性
史
に
学
ぶ
社
会
制
度

　
男
女
不
平
等
な
社
会
制
度
の
形

成
過
程
を
、
戦
後
の
時
代
を
中
心

に
学
び
ま
す
。

　
５
月
23
日（
日
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
。中
央
公
民
館
。60
人（
抽

選
）。
500
円
。

募　
氏
名・電
話
番
号
を
、
電
話・

メ
ー
ル
で
、
５
月
７
日（
金
）～
20

日（
木
）に
、
女
性
史
に
学
ぶ
会
の

星ほ
し

賀が

☎
090
―
６
６
５
５
―
７
８
６

２

nonnorike@
yellow

.pla
la.or.jp

へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
文
化
資
源

　
「
明
治
の
二
宮
を
歩
く
」コ
ー
ス

で
す
。

　
５
月
23
日（
日
）午
前
９
時
20
分

～
午
後
０
時
30
分
。
荒
天
中
止
。

Ｊ
Ｒ
二
宮
駅
北
口
集
合
、
知
足
寺

（
二
宮
町
二
宮
１
０
９
１
）解
散
。

15
人（
先
着
順
）。
飲
み
物
。
500
円

（
中
学
生
以
下
は
200
円
）。

募　
コ
ー
ス
名
・
全
員
の
必
要
事

項
を
、
は
が
き・フ
ァ
ク
ス・メ
ー

ル
で
、
５
月
８
日（
土
）か
ら
、
社

会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

34

―
５
５
２
２

k-shakai@

へ
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

　
就
職
に
役
立
つ
基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
技
術
を
学
び
ま
す
。
午
前
10

時
～
午
後
４
時
。
青
少
年
会
館
。

15
歳
～
49
歳
の
仕
事
を
探
し
て
い

る
方
、
各
10
人（
先
着
順
）。

ワ
ー
ド　
５
月
19
日（
水
）。

エ
ク
セ
ル　

20
日（
木
）・
21
日

（
金
）。
全
２
回
。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
た
め

の
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　
３
～
12
歳
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
ら
の
た
め
の
防
災
講
座
で

平
塚
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

青
空
市
で
す

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
市
税
な

ど
が
払
え
ま
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

「
Ｆフ

ア

ミ

ペ

イ

ａ
ｍ
ｉ
Ｐ
ａ
ｙ
」が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　　
納
税
課
☎
21
―
８
７
６
９

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
並
び
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作
っ

お
知
ら
せた料

理
や
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。

　
５
月
９
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

　
シ
ス
テ
ム
が
正
し
く
作
動
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
一

斉
に
試
験
放
送
を
し
ま
す
。
市
内

全
て
の
防
災
行
政
無
線
・
防
災
ラ

ジ
オ
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。
実

際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う

に
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
19
日
、
10
月
６
日
、
令
和

４
年
２
月
16
日
の
水
曜
日
、
午
前

11
時
に
放
送
し
ま
す
。い
ず
れ
も
、

10
時
45
分
に
事
前
の
案
内
放
送
を

し
ま
す
。

問　　
危
機
管
理
課
☎
21
―
９
８
６
３

城
山
ダ
ム
の
洪
水
対
応
演
習

　
相
模
川
周
辺
の
警
報
所
か
ら
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
や
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
、
赤
色
回
転
灯
の
点
灯
な
ど
を

し
ま
す
。
放
流
は
し
ま
せ
ん
。

　
５
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
）。

荒
天
中
止
。

問　　
城
山
ダ
ム
管
理
事
務
所
☎
042

―
782
―
２
８
３
１

ひ
ら
つ
か
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ポ

イ
ン
ト

　

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
ほ

か
、
日
常
使
い
で
き
る
電
子
マ

ネ
ー
類
似
機
能
な
ど
が
増
え
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
既
存
の
加
盟

店
は
事
務
局
か
ら
の
メ
ー
ル
を
確

認
の
上
、
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
募
集
は
５
月
10
日（
月
）～
21

日（
金
）に
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　　
産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

消
費
者
月
間
の
パ
ネ
ル
展

　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
悪

質
商
法
の
手
口
や
対
処
方
法
、
地

球
・
社
会
・
未
来
を
考
え
た
エ
シ

　平塚の海・山・川をはじめとする豊
かな自然を、未来へつないでいくイ
メージが込められています。

す
。
火
曜
日
、
午
前
10
時
～
11
時

30
分
。
本
館
３
階
302
会
議
室
。
市

内
在
住
の
方
15
組（
先
着
順
）。
筆

記
用
具
。
１
日
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
。

座
学
編　
防
災
の
知
識
を
学
び
ま

す
。
６
月
15
日
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
編　
備
蓄
の
仕

方
な
ど
を
考
え
ま
す
。７
月
20
日
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
３

階
の
災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３

４
へ
。

迷
惑
電
話
防
止
機
能
の
あ
る

機
器
の
購
入
費
補
助

　
対
象
と
な
る
の
は
電
話
機
の
呼

び
出
し
音
が
鳴
る
前
に
、
自
動
で

電
話
内
容
を
録
音
す
る
な
ど
の
警

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
録
音
機

能
が
あ
る
機
器
で
す
。

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
200

人
程
度（
先
着
順
）。
①
市
内
在
住

で
70
歳
以
上
②
電
話
機
な
ど
に
録

音
さ
れ
た
音
声
な
ど
を
警
察
に
提

供
で
き
る
③
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
④
申
込
者
ま
た
は
同
一
世
帯

の
人
が
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な

い
。
補
助
額
は
購
入
費
の
３
分
の

２（
上
限
６
０
０
０
円
）。

募　
各
公
民
館
な
ど
に
あ
る
申
請

書
兼
実
績
報
告
書
と
必
要
書
類

を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
本
館
４

階
の
危
機
管
理
課
☎
21
―
９
８
６

３
へ
。

カ
ル
消
費
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す
。

　
５
月
10
日（
月
）～
21
日（
金
）、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
10

日
は
正
午
か
ら
、
21
日
は
午
後
３

時
ま
で
）。
本
館
１
階
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
。

問　　
市
民
情
報
・
相
談
課
☎
20
―

５
７
７
５

相
模
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
海
の
生
き
物
を
守
る
た
め
、
清

掃
活
動
を
し
ま
す
。

　
５
月
９
日（
日
）午
前
９
時
～
11

時
。
雨
天
中
止
。
相
模
川
河
口
中

州
。
柳
島
水
再
生
セ
ン
タ
ー（
茅

ケ
崎
市
柳
島
１
９
０
０
）西
側
路

上
に
集
合
。
作
業
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
車
で
来
る
方

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　　
桂
川
・
相
模
川
流
域
協
議
会

の
峯み

ね

谷や

☎
090
―
９
３
４
０
―
６
４

５
３

　市内で活動するアマチュア団体などが演奏
します。
　5月１6日（日）午後2時開演。中央公民館。
330人。当日先着順（全席自由）。
問　まちづくり財団文化事業課☎32―223７

ジャズフェスティバル

↓

　「ワダツミの木」など、心癒される歌声をお楽しみください。
　７月１１日（日）午後4時から。中央公民館。330人。4，500円（全
席指定・3歳以下の方は入場できません）。チケットは5月１１
日（火）午前１0時から、まちづくり財団ウェブで販売します。

問　まちづくり財団文化事業課☎32―223７

市
制
施
行
90
周
年
記
念
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
せ
ん
か

ダ ン ス 　 　 シ ン グ 　 ス イ ン グ

キャッチフレーズ
「人と自然がふれあうまち
つなぐ未来へ　ひらつか90」

元ちとせコンサート2021
in 湘南ひらつか

　令和4年4月１日に市制施行９0周年を
迎えます。この記念すべき節目の年を
市全体で祝い、盛り上げるためのロゴ
マークのデザインを募集します。デザ
インの要素は①市制施行９0周年記念
キャッチフレーズをイメージできる②
「９0」の文字を使用③色数は自由（白黒・
単色での使用も考えた配色にしてくだ
さい）ーなど。詳しくは市ウェブをご
覧ください。
　市内在住・在勤・在学の方（１8歳未
満の方は保護者の同意が必要）。

募　市ウェブ・各公民館などにある申
込書とロゴマーク案を、郵送・メール
または直接、6月6日（日）までに、本館
4階の行政総務課☎2１―９７54 somu@へ。
メールは件名を「ロゴマーク応募」に
し、JPEG・GIF・PNG形式で5㍋バイト
以下にしてください。
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精
神
・
発
達
障
が
い
者
し
ご

と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
精
神
障
が
い
や
発
達
障
が
い
の

あ
る
方
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
方

に
向
け
た
講
座
で
す
。
障
が
い
の

特
性
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
６
月
２
日（
水
）午
後
２
時
～
４

時
。勤
労
会
館
。35
人（
先
着
順
）。

募　
神
奈
川
労
働
局
☎
045
―
650
―

２
８
０
１

045
―
650
―
２
８
０
５

の
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
同
局
へ
。

お
楽
し
み
交
流
会
　
平
塚
の

魚
を
つ
か
ま
え
よ
う
！

　
平
塚
海
岸
で
地
引
き
網
や
魚
に

ま
つ
わ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
し
ま
す
。
地
引
き
網
で
取
れ

た
魚
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
６
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
荒
天
の
場
合
は
19
日

（
土
）に
延
期
。
ひ
ら
つ
か
タ
マ
三

郎
漁
港（
千
石
河
岸
57
―
24
）駐
車

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

場
西
側
集
合
。
市
内
在
住
で
20
歳

未
満
の
、
障
が
い
児
の
い
る
世
帯

ま
た
は
一
人
親
世
帯
各
15
組（
抽

選
）。
１
０
０
０
円
、
20
歳
未
満

の
方
300
円
、
未
就
学
児
と
障
が
い

児
は
無
料
。

募　
必
要
事
項
・
障
が
い
児
者
世

帯（
手
帳
の
等
級
も
）ま
た
は
一
人

親
世
帯
の
い
ず
れ
か
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

５
月
28
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉
会

館
☎
33
―
３
１
０
０

33
―
６
５

８
８

sasaeai@
hiratsukas 

yakyo.net

へ
。

市
民
大
学
講
座
　
平
塚
市
民

病
院
の
現
場
か
ら

　

市
民
病
院
の
医
師
や
看
護
師

が
、
感
染
症
対
策
や
栄
養
管
理
な

ど
の
テ
ー
マ
で
話
し
ま
す
。

　
６
月
４
日
～
18
日
の
金
曜
日
、

全
３
回
、午
後
３
時
～
４
時
15
分
。

中
央
公
民
館
。
市
内
在
住
の
高
校

生
を
除
く
18
歳
以
上
の
方
40
人

（
抽
選・初
め
て
の
方
優
先
）。300
円
。

募　
必
要
事
項
・
年
齢
・
講
座
名

「
平
塚
市
民
病
院
の
現
場
か
ら
」

を
、
５
月
19
日（
水
）ま
で
に
、
は

が
き
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
〒

254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央
公
民
館

☎
34
―
２
１
１
１

chuo-k@

へ
。

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
５
月
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日
の

午
前
10
時
～
11
時
30
分
に
開
き
ま

す
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ
浜
20

―
１
）。
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
12
人（
先
着
順
）。
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル・飲
み
物・

タ
オ
ル
。
700
円
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
南
部
福

祉
会
館
☎
21
―
３
３
７
０
へ
。

元
気
応
援
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
会

　
市
内
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
で

活
動
を
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
付↓ 妙

楽
寺
と
閻え

ん

魔ま

王
座
像（
田
村
地
区
）

　
妙
楽
寺
は
、
室
町
時
代
に
開
山
し
た
臨

済
宗
の
由
緒
あ
る
寺
院
で
す
。
こ
こ
に
保

存
さ
れ
て
い
る
木
造
の
閻
魔
王
座
像
に

は
、
文
禄
４
年（
１
５
９
５
年
）の
年
記
と

仏
師
の
墨
書
が
あ
り
、
中
世
彫
刻
の
作
風

を
残
す
希
少
な
例
と
し
て
、
平
成
25
年
に

市
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

像
は
寺
の
山
門
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。社会教育課☎35―8124

地域の

再発見
魅力

　介護保険料の還付、児童手当認定の手続きなど、約９割の申請
書などは認印を押印せずに手続きができるようになりました。印
鑑登録した実印や登記した会社の代表者印を必要とする開発行
為、土地の権利に関する手続きなどは、引き続き押印が必要です。

問　企画政策課☎21―8760

申請書などの押印を見直し

　幻視とは、実際には存在しないも
のが見える症状のことです。「動物
や植物が出てくることもあれば、非
現実的な形が出てくることもあり
ます」と話すのは、2年前にレビー小
体型認知症と診断された三

みつ
橋
はし
昭さ

ん（右写真）。レビー小体型認知症と
は、アルツハイマー型に続き2番目
に多い認知症で、男性に多い傾向が
あります。レビー小体と呼ばれる特
殊なタンパク質の塊が、脳のさまざ
まな部位に蓄積することで発症。物忘れの症状から始まることは
少なく、幻視・睡眠時の行動障がいなどの症状から始まることが
多いのが大きな特徴です。

　三橋さんに初めて幻視の症状
が現れたのは平成３0年11月。
「飼っている猫がベッド脇に来
たのでなでようと手を伸ばした
ら、通り抜けてしまったんで
す」。それから1カ月くらいして
別のものが見えたので、これは
おかしいと思い、病院を受診し
たそうです。「診断が出た時に
は、症状がどんどん進行してい
くのかと落ち込みましたね」と

三橋さん。しかし、アルツハイマー型認知症と比べると、認知機
能の低下は緩やかで、三橋さんは薬で進行を抑えながら普通に生
活しています。
　ただ、幻視の症状は頻繁にあり、自分のために記録しておこう
と絵を描き始めたといいます。幻視の症状が出るのは朝目覚めた
時。「目を開けると、天井や壁にポンと浮かんでくるんです。その
まま消えることもあれば、移動したり、大きくなったりすること
もありますね。見えたものを見たまま描き、ファイリングしてい
ます」。見えるのは平面でモ
ノクロのものがほとんどです
が、たまに立体的でカラーの
ものも。「幻視といわれると怖
いものを見るというイメージ
があったのですが、私の場合
はあまり怖いものはなくて。
子どもの頃、兄とよく遊んだ
トランプがモチーフになっていたり、最近見た映画に出てきた生
き物だったり。見たことがないと思っているものも、ただ忘れて
いるだけでどこかで見ていたのかもしれない、なんて考えていま
す」とほほ笑みます。
　「同じ病気でも人によって症状は違います。私は幻視を恐れる
のではなく、付き合って生きていこうと思うことにしました」と
三橋さん。「別の場所で展示をした際に、作品を見た方から『明る
い印象の絵ですね』と言われたことがあります。そういうふうに
受け止めてもらえると、うれしいですね」。

「
こ
れ
が
最
初
の
幻
視
体
験
で
、
が
く

ぜ
ん
と
し
ま
し
た
ね
」と
三
橋
さ
ん

見
た
日
付
も
一
緒
に

記
さ
れ
て
い
ま
す

目覚めとともにみる線画の世界

①幻視・原画展　三橋さん
が見た幻視を線画で描いた
作品を展示します。6月1日
（火）～6日（日）午前９時３0分
～午後５時（1日は午後1時か
ら、6日は午後2時３0分まで）。�
美術館。
②特別講演　三橋さんと東
京慈恵会医科大学教授の繁
田雅弘医師が、話します。
6月５日（土）午後2時３0分～４時。教育会館。市内在住・
在勤の方４0人（先着順）。筆記用具・飲み物。
募　②は電話で、地域包括ケア推進課☎20―8210へ。

作品を見ませんか
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市民相談

　四季折々の花が美しく咲き誇る花菜ガーデ
ン（寺田縄４９6-1）。芝生広場では子どもが楽
しそうに駆け回る声が聞こえてきます。花と
富士山が一緒に撮れるインスタ映えスポット
も魅力の一つと話す園長の小林三四郎さん。
元々イベント企画などの仕事をしていたので
植物に関わる仕事は初めてと言います。「だか
らこそ日々植物に対する発見も多く、ビギ
ナーや植物になじみのない方にも足を踏み入
れていただけるよう、花と緑に触れ合うきっ
かけを提供していきます」と意気込みます。
　この春には新たにフォトスポットや野外ス
テージも完成し、さまざまなイベントも企画。
「花と緑を通して幸せな気持ちになってほし
いですね」と小林さんはほほ笑みます。

植物の魅力を伝えたい
小林　三四郎さん

花
か な
菜ガーデン

園長

市民情報・相談課☎21-8764
市民相談室

◇�市民生活　月～金曜日、
午前8時３0分～正午・午後
1時～５時
◇�法律（予約制）　水・木曜
日、午後1時～４時
◇�税理士（予約制）　５月28
日（金）午後1時～４時
◇��司法書士（予約制）　５月
1４日（金）午後1時～４時
◇�多重債務（予約制）　５月
11日（火）午後1時～４時
◇�社労士（予約制）　５月11
日（火）午後1時～４時
◇�行政書士（予約制）　6月
1日（火）午後1時～４時
◇�不動産（予約制）　５月21
日（金）、6月４日（金）午後
1時～４時
◇�分譲マンション管理（予
約制）　５月2４日（月）午後

1時～４時
◇�住宅（新築・リフォーム）��５月�
18日（火）午後1時～４時
消費生活センター
市民情報・相談課

☎21-7530（相談専用）
◇�来所・電話　月～金曜日、
午前９時３0分～午後４時

くらしサポート相談☎21-8813
くらしサポート相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時３0分～午後５時��

栗原ホーム☎35-6175
成年後見利用支援センター

◇�来所・電話��月～金曜日、午�
前９時～正午・午後1時～５時

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時３0分～午後５時��

保健センター☎55-2111
ヘルスアップ相談

◇�来所（予約制）　５月26日
（水）午後1時～３時

地域包括ケア推進課☎20-8217
高齢者健康相談（フレイル）

◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前９時３0分～正午・
午後1時３0分～５時

青少年会館☎34-7311
青少年相談室

◇�青少年相談��火～土曜日、�
午前10時～午後6時３0分
◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用）�☎３３−78３0
　�火～土曜日、午前10時～
午後6時３0分
◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
　談・情報提供　月～金曜日、
　午前10時～午後３時

こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　月～金
曜日、午前8時３0分～午
後５時
◇�母子・父子相談　月～金
曜日、午前10時1５分～午
後５時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎36-6013
◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前10時～午後５時
◇�電話　月～金曜日、午前
９時～午後５時
こども発達支援室くれよん
こども家庭課☎32-2738

◇��こどもの発達相談（来所・
予約制）　月～金曜日、
午前8時３0分～午後５時

勤労会館☎32-3355
就労相談

◇�来所（予約制・先着４人・
1人５0分）　５月12日（水）・26
日（水）、午後1時～４時５0分

文化・交流課☎25-2520
出入国管理・在留資格相談

◇�来所（予約制）　5月2５日
（火）午前９時～正午

文化・交流課☎25-2520
外国籍市民相談

◇�来所　1５言語。対応言語
や日時は市ウェブをご覧
ください。
女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇��来所・電話　月～金曜日、
午前９時３0分～午後４時
人権相談
人権・男女共同参画課

☎21-9861
◇�来所　５月18日（火）、6月
1日（火）、午後1時～３時��

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
。

　
会
場
は
①
～
④
が
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
⑤

が
総
合
公
園
。
抽
選
。

①
火
曜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　
６
月

22
日
～
10
月
５
日
の
火
曜
日
、
全

10
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45

分
。
50
人
。
４
１
９
０
円
。

②
す
っ
き
り
の
び
の
び
体
操　
６

月
30
日
～
10
月
13
日
の
水
曜
日
、

全
10
回
、
午
前
９
時
20
分
～
10
時

50
分
。
50
人
。
３
６
６
０
円
。

③
水
曜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　
６
月

30
日
～
10
月
13
日
の
水
曜
日
、
全

10
回
、
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０

時
25
分
。
50
人
。
４
１
９
０
円
。

④
金
曜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　
６
月

25
日
～
10
月
８
日
の
金
曜
日
、
全

10
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45

分
。
50
人
。
４
１
９
０
円
。

⑤
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

（
中
級
）　
６
月
24
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
正
午
。
30
人
。
500
円
。

募　
教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き
で
、
５
月
18
日（
火
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0045
見
附
町
31
―

10
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事

業
課
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。
同
財

団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

の
試
合
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
18
日（
火
）午
後
５
時
。
雨

天
中
止
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス

相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
。
当

日
券
を
試
合
開
始
２
時
間
前
か
ら

同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
販
売
。
１
２
０

０
円
、
４
歳
～
中
学
生
500
円
。
市

内
在
住
の
小
学
生
は
ド
リ
ー
ム
パ

ス
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
無
料
で
観
戦

で
き
ま
す
。

問　　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

　心肺蘇生法やAED（自動体外式除細
動器）の取り扱い、異物除去、外傷の�
手当てなどの応急手当てを学びます。
　6月12日（土）午前９時～午後５時。
本館４階４10会議室。市内在住・在勤・
在学の中学生以上の方10人（先着
順）。2,100円。
募　電話または直接、本館３階の消
防救急課☎21―９72９へ。

　５月27日（木）午後1時３0分～３時。神田公民館（田村３―12―５）。
市内在住の方４0人（当日先着順）。飲み物・タオル・バスタオ
ル・室内用運動靴、お持ちの方は健康サポート手帳。

問　健康課☎５５―2111

くすの木体操講習会

き
ま
す
。
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
市
内
の
名
産
品
や
地
場
産

農
水
産
物
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ

ト
、
交
付
金
な
ど
と
交
換
で
き
ま

す
。
活
動
内
容
は
施
設
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
社
会
貢
献
や
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
説
明
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
12
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ
浜
20

―
１
）。
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
。

問　　
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０

生
き
が
い
事
業
団
の
入
会
説

明
会
と
講
習

　
生
き
が
い
事
業
団
へ
の
入
会
方

法
を
説
明
後
、
網
戸
の
張
り
替
え

方
を
学
び
ま
す
。

　
５
月
28
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。
生
き
が
い
事
業
団

（
西
八
幡
１
―
３
―
２
―
２
）。
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
９
人

（
先
着
順
）。

募　
必
要
事
項
・
性
別
・
生
年
月

日
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
生
き
が
い
事
業
団
☎
33
―

２
３
３
５

35
―
１
７
４
４

h- 
ikigai@

m
a.scn-net.ne.jp

へ
。

簡
単
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
ら
れ
た
平
塚
市
の
ご
当
地
体
操
で
す

座
学
の
後
、
実
際
に
機
材
を
使
っ
た
訓
練
も
し
ま
す

↓

上級救命講習会
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必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
。メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は

＠
以
下
にcity.hiratsuka.kanagaw

a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
6·

10·

17·

24·

３1
日

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　
絵
本
な
ど

が
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
市
内
在
住
の
１
歳
未
満

の
子
ど
も
と
保
護
者
。
詳
し
く
は

図
書
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
く

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒
３

☎
３５‒

２
１
１
１

３５‒

２
７
４
１

㊡
6·

10·

17·

24·

３1
日

■
開
館
30
周
年
記
念　

荒
井
寿
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

川
瀬
巴は

水す
い

展

　
版
画
家
・
川
瀬
巴
水
の
作
品
約

300
点
を
展
示
し
ま
す
。
６
月
13
日

博
物
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３３‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
6·

10·

17·

24·

３1
日

■
鎌
倉
武
士
の
足
跡
を
た
ど
る　

鎌
倉
時
代
の
史
跡
や
伝
承
地
な
ど

を
訪
れ
た
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
成
果
を
、
歴
史
書
の

吾あ
づ
ま
か
が
み

妻
鏡
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

５
月
９
日（
日
）ま
で
。
寄
贈
品

コ
ー
ナ
ー
。

■
月
の
ク
レ
ー
タ
ー　
立
体
模
型

を
展
示
し
ま
す
。
５
月
13
日（
木
）

～
６
月
６
日（
日
）ま
で
。
寄
贈
品

　

現
在
開
催
中
の「
開
館
30
周

年
記
念　
柳
原
義
達
展
」か
ら
、

「
犬
の
唄
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
柳
原
義
達
は
明
治
43
年
、
神

戸
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
中
学

校
在
学
時
よ
り
日
本
画
を
学
び

ま
す
が
、
図
版
で
見
た
ブ
ー
ル

デ
ル
の
作
品
に
魅
了
さ
れ
、
彫

刻
家
志
望
に
転
じ
ま
す
。
東
京

美
術
学
校
に
学
び
な
が
ら
も
、

学
外
の
高
村
光
太
郎
や
ロ
ダ
ン

か
ら
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
同

校
卒
業
後
も
、
精
力
的
に
作
品

を
制
作
・
発
表
し
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
、
柳
原
は
出
征
し

よ
う
と
し
て
い
た
駅
の
ホ
ー
ム

で
終
戦
の
報
を
受
け
取
り
ま
し

た
。そ
の
翌
年
、火
災
に
よ
り
戦

前
の
作
品
が
ほ
と
ん
ど
全
て
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敗
戦

に
よ
る
虚
脱
感
、
進
駐
軍
に
よ

る
屈
辱
的
体
験
、
作
品
焼
失
の

無
力
感
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
本
作
は
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

「
犬
の
唄
」と
は
普
仏
戦
争
後
に

パ
リ
で
流
行
し
た
、
ド
イ
ツ
へ

の
抵
抗
を
歌
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
曲
名
で
す
。
前
に
出
し
た
右

手
に
対
し
、
左
手
は
後
ろ
に
隠

し
て
お
り
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら

引
っ
か
い
て
や
る
と
い
う
抵
抗

の
心
が
表
れ
て
い
ま
す
。
柳
原

は
自
身
の「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」の

姿
勢
を
こ
の
主
題
に
重
ね
た
の

で
す
。「
私
の
抵
抗
の
心
を『
犬

の
唄
』と
い
う
主
題
を
か
り
て

造
形
し
よ
う
と
し
た
。
抵
抗
精

神
に
よ
っ
て
美
が
生う

ま

れ
る
か
ら

で
は
な
い
、
抵
抗
行
為
が
自
己

を
存
在
さ
せ
、
位
置
づ
け
る
。

こ
の『
孤
独
』の
世
界
を
つ
く
り

つ
つ
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意

義
を
た
し
か
め
る
の
で
あ
る
」

と
記
し
て
い
ま
す
。「
犬
の
唄
」

は
、
柳
原
の
生
涯
に
わ
た
っ
て

の
主
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
展
覧
会
で
は
本
作
を
は
じ
め

と
す
る
女
性
像
の
他
、
同
じ
く

生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
た
ハ
ト
や

カ
ラ
ス
の
作
品
を
彫
刻
と
デ
ッ

サ
ン
に
よ
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
文
：
市
美
術
館
学
芸
担
当　

品
川　
ち
ひ
ろ
）

美 術 館 だ よ り

美 術 館  ☎３5 ― 2 1 1 1

開館 30 周年記念

柳
やなぎ

原
は ら

義
よ し

達
た つ

展
「
犬
の
唄
」昭
和
25
年
　
三
重
県
立
美
術
館
蔵

コ
ー
ナ
ー
。

■
春
期
特
別
展　

火
球
と
隕い

ん
石せ

き　

昨
年
７
月
２
日
、
関
東
上
空
に
大

火
球
が
出
現
し
、
千
葉
県
習
志
野

市
で
隕
石
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

隕
石
の
実
物
標
本
を
展
示
し
、
火

球
や
流
星
の
観
察
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。
博
物
館
ウ
ェ
ブ
で
、
隕
石

の
３
Ｄ
図
鑑
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
５
月
30
日（
日
）ま
で
。
特
別

展
示
室
。

■
春
期
特
別
展
関
連
講
演
会　

火

球
を
観
察
し
よ
う　
５
月
23
日

（
日
）午
後
３
時
30
分
～
４
時
30

分
。
講
堂
。
30
人（
抽
選
・
市
内

在
住
の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
全
員
の
必
要

事
項
を
、往
復
は
が
き
で
、５
月
９

日（
日
）ま
で
に
、博
物
館
へ
。博
物

館
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

習
志
野
隕

石
の
ふ
る
さ
と　
５
月
８
日
～
30

日
の
土
・
日
曜
日
、
午
後
２
時
～

２
時
50
分
。
32
人（
当
日
先
着
順・

当
日
午
前
９
時
か
ら
博
物
館
の
受

付
で
整
理
券
を
配
布
）。
200
円
、

18
歳
未
満
と
65
歳
以
上
の
方
は
無

料
。
65
歳
以
上
の
方
は
、
年
齢
の

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
天
体
観
察
会　

天
体
写
真
展　

博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

会
員
が
撮
影
し
た
天
体
写
真
を
展

示
し
ま
す
。６
月
６
日（
日
）ま
で
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
自
然
教
室　

春
の
里
山
観
察　

５
月
15
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
。
雨
天
中
止
。
吉
沢
地

区
。
20
人（
抽
選
・
市
内
在
住
の

方
を
優
先
・
小
学
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
博
物

館

m
use-event@

へ
。

（
日
）ま
で
。
展
示
室
。
800
円
、
高

校
生
・
大
学
生
500
円
。

学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

５
月
８
日（
土
）・
22
日（
土
）、
午

後
２
時
～
２
時
30
分
。要
観
覧
券
。

■
開
館
30
周
年
記
念　

柳
原
義
達

展（
下
コ
ラ
ム
）　
彫
刻
家
・
柳
原

義
達
の
彫
刻
と
素
描
約
90
点
を
展

示
し
ま
す
。６
月
13
日（
日
）ま
で
。

展
示
室
。
400
円
、
高
校
生
・
大
学

生
200
円
。

学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

５
月
15
日（
土
）・６
月
12
日（
土
）、

午
後
２
時
～
２
時
30
分
。
要
観

覧
券
。

　満月手前の月や春の星、特に二重星を望遠鏡で観察します。５月21日
（金）午後７時～８時30分。雨天曇天中止。博物館屋上。1５組（抽選・1組４
人まで・市内在住の方を優先）。
募　イベント名・全員の必要事項を、往復はがきで、５月８日（土）までに、
博物館へ。博物館ウェブでも申し込めます。

感染症に関する本を紹介
問  中央図書館☎３1―041５

w
ウ イ ズ

ith
コロナ

コ ラ ム
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示　
５

月
30
日（
日
）ま
で
。
①
創
業
す
る

な
ら
平
塚
で　
ビ
ジ
ネ
ス
支
援　

貸
出
室
②
植
物
を
育
て
よ
う　
貸

出
室
③
冒
険
の
本　
こ
ど
も
室
。

星
を
見
る
会

月と春の
星を見よう

　この本は、医療誌「メディカル朝日」に連載された全話を
収録したものです。漫画「もやしもん」に登場するかわいらし
い菌のキャラクターたちのおしゃべりと著者の独特な言い回
しで「菌」を解説。専門用語や耳になじみのない菌の名前が
たくさん出てきます。よく耳にするインフルエンザやO-1５７、
黄色ブドウ球菌などの他にも、こんなに多くのウイルスや細
菌による感染症があるのかと驚かされます。
　本書を活用して、今一度、感染症の予防・対策を見直して
みませんか。

『もやしもんと感染症屋の気になる菌辞典』
岩田健太郎／著　石川雅之／絵
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